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1, はじめに 

ZnO は紫外発光素子材料として優れた性質

を有するが、その一方で、自発的に n型の性質

を示すため、p型化が困難であると報告されて

いる。本研究ではアクセプタとなる Sbを液相

レーザーアブレーション法によりナノ粒子化

し、さらに ZnO ナノワイヤにレーザードーピ

ングすることでナノサイズの相乗効果を利用

したZnOの p型化を目指している。本稿では、

Sbナノ粒子の作製法と ZnOナノワイヤへのレ

ーザードーピングを試みた結果について報告

する。 

2, 実験方法と結果 

(a) Sbナノ粒子の作製法 

Sb ナノ粒子の作製には、液相レーザーアブ

レーション法を用いた。Sbパウダー(高純度科

学研究所, 3604351)10 ㎎をエタノール 3 ml中

に入れ、撹拌子を使用して撹拌しながら、

Nd:YAGレーザー光(355 nm, 250 mJ/cm
2
,10 Hz)

を 15分間照射した。照射後にはエタノールと

Sb パウダー分散液の色が銀白色から茶色に変

化した。その後、この分散液を 60分間安置し、

沈殿したパウダーは除去した。 

(b) 作製した Sbナノ粒子のサイズ評価 

作製した Sb ナノ粒子の粒径分布を Fig.1 に

示す。照射前は 30 µm 付近を中心分布とした

Sb パウダーが、液相レーザーアブレーション

により 10 nmから 70 nmサイズ分布を持つ Sb

ナノ粒子に微細化していることを確認した。 

(c) ZnOナノワイヤへのレーザードーピング 

NAPLD (Nanoparticle Assisted Pulsed Laser 

Deposition) 法により作製した ZnOナノワイヤ

への Sbナノ粒子のレーザードーピングを試み

た。ZnO ナノワイヤに分散液を滴下した後の

SEM 像を Fig.2 に示す．ナノワイヤ表面に Sb

ナノ粒子が付着していることを確認した．この

ZnO ナノワイヤに対して Nd:YAG レーザー光

(355 nm, 70 mJ/cm
2
)を 1ショット照射した。し

かしながら、ドーピング条件の最適化ができて

いないため p 型化を示す結果は得られていな

い。現在は、Sb ナノ粒子の供給手法やドーピ

ングフルエンス等の最適化を図っている． 

 

Fig. 1: レーザー照射前後の Sb粒径分布 

 

Fig. 2: Sbナノ粒子滴下後の ZnOナノワイ

ヤの SEM画像 
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